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発日

加
藤
町
長
新
年
度
施
政
方
針
を
説
明

嫌疑応答ののち、参iぞ予選詩集

については名手話任委員会に

用地買収の段階に入る第コ

ヲミ惑の観光資侭と有原研司、

機的仁結びつけての観光開

昭和38年度予鉢など 2

8議案を鋳議する第2田沼

付託されて詳細な内綴笥識

が行なわれ3月 18日再会

の本会議で原案通D可決と

昭和38年度麗入
膿出予鱒総括襲

歳入 (一般会計j

款 本年度予主主繍
lIl1T:税44.076.270
2地方変付税
58.000.000 

3.fl常企業及ぴ階建収入
11.460.000 

4<5子提金及ぴ負担金
4.420.800 

5使用税夜ぴ手数料-
5.999.100 

6園照突出金
13.612.735 

7県安間金
11.018.401 

8得付金5.472.500
9繰入金 680.000
10繰越金 60.000 
11雑収入9.464.920
12町俄20.800.000
合計
185.064.726 

描出

発、 ζれらを肢として飛極

的な庫業振興を抑しすすめ

例liiT議会は、去る3月 12

1，昼間に亘つ日開会され、

なった。

詫国の新年度予主主は、一

般会計で 1億 8，506万

円.特会別計で4、 61 7 

るとともに、体育館の態設

道路や上下水道の鉱茄強化

など環境の整備を図り豊か

なIUTづく Dの基盤確立へ遮

ての筋書漢の結J照会案右吉原案

i重り可決し.同月 18日間

会した。

万円、合計2億 3、 123 

万となり大洗町はじまって

返する旨を強縮、議会の会

本会議第2回、加藤IIlT長

より新年度予主主編成方針な

以来の銭高額とな唱た。

港
湾
事
業
費
一

億
円

期的な安援と協力主主探く善要

E還すると結び、つづいて各

議員よ幻町政全般に亘って

らびにlllT政一般について別

現のとおり説閉が行なわれ

た。
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笑対覇軍調整
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貯水池建設道路整備

清掃事業、保育所
消防自動車購入
観光.海水浴場
災害復18事業
団体寧幾助成
フイシング
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一億円本年度工事総額
〆

南防波堤の築造に着手

阪発展の基盤をなすものとして全住民期待のうち仁、昭和三十六年十一月、着工されてから建設工事は磁め

て順調にすすんでいます。広範囲に亘つての税学的な調査結果に基いて設計された効果が現在はっきりあら

われ、 「溶の溜設工事としてはもっとも良時な現象であるJと、先般規混視療にみえられた平井第二潟湾建

設局長もたいこ判事E掬してゆかれました。昭和三十八年度の著書業費総額は一億円と決定し、東防盟援に引き

続いて南限披主患の構築にとりかかDまず。南開銀堤ができるに従い漁船の出入停泊もだんだんできるように

なるでしょう。これ乙同時に単独事業として昨年より着手された媛立工事も、つづいて行なわれる乙とにな

っていまず。(写真は完成いそぐ湾設現場。手前は開始された埋め立ての状混}
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